
人口 243，031人

役務 7ヲ，826世帯

(平成 2年 3FlIEl現在)

家族遼れでにぎわう総合公爵わんぱく広場のジャンポすべり台 (23m)

ぎ
わ
)
な
ど
の
整
備
を
し
ま
す
。

総
ム
雲
閣
は
、
総
ム
円
体
育
館
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
ふ
れ
あ
い
動
物

閣
の
総
仕
上
げ
の
年
て
明
春
に

オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ
コ
整
備
そ
し

ま
す
。
ま
た
、
高
畑
駒
山
公
園
の
整

備
も
前
年
に
引
き
続
き
、
基
本
設

計
業
務
に
取
り
か
か
り
、
湖
南
ビ

ュ
i
ラ
ン
ド
プ
ラ
ン
幻
の
捻
遂
に

努
め
ま
す
。

健
康
と
医
療
の
充
実
で
は
、
市

民
{
謀
本
館
と
交
通
警
セ
ン
タ

ー
の
全
面
改
修
を
行
い
、
十
月
末

に
は
ベ
ッ
ド
数
五
百
床
の
明
る
い

近
代
的
な
病
院
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
ま
た
、
老
人
入
院
看
護
料

負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
助
成

制
度
の
新
緩
や
急
場
診
療
所
の
内

科
・
小
児
科
の
註
臼
再
開
の
診
療

を
始
め
ま
す
。

福
松
宮
闘
で
は
、
平
塚
桑
原
ホ
ー

ム
の
整
備
を
進
め
る
《
ね
た
き

り
老
人
等
の
介
護
手
当
、
老
人
瑳

区
流
通
工
業
開
山
地
の
事
業
化
を
進
新
港
は
、
本
体
修
築
事
業
と
と
療
助
成
、
福
祉
事
務
所
慾
口
へ
の

め
ま
す
。
も
に
、
遊
漁
怒
害
対
象
と
し
た
手
話
通
訳
者
の
配
置
な
ど
、
梅
祉

七
夕
ま
つ
り
は
、
四
十
周
年
を
荷
紡
波
堤
新
設
工
事
に
着
手
し
、
施
策
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

市
民
の
芸
術
文
化
の
殿
堂
と
し
て
迎
え
る
た
め
、
各
種
記

A

答
事
業
を
フ
イ
ツ
シ
ン
グ
ポ
!
ト
平
塚
ブ
ラ
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

建
設
中
の
美
術
館
は
、
明
春
の
務
取
り
入
れ
ま
す
。
ン
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
境
整
備
で
は
、
消
防
体
絢
の
墓
穴

学
校
施
設
で
は
、
吉
沢
小
学
校
館
に
向
け
繋
備
を
一
進
め
ま
す

Q

乙
農
業
振
興
は
、
農
業
環
境
総
合
湘
南
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
プ
ラ
ン
幻
を
開
削
し
て
消
防
ポ
ン
プ
車
、
救
急

の
移
転
新
華
棄
が
夏
与
通
し
の
外
、
図
書
館
と
体
膏
品
闘
を
併
設
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
小
鍋
島
及
に
つ
い
て
は
、
県
に
続
事
お
験
車
な
ど
の
繋
備
を
は
じ
め
、

C
A

ま
す
。
ま
た
、
浜
岳
宏
子
校
校
舎
し
た
新
神
田
公
民
舘
の
建
設
、
旭
び
丸
島
地
区
の
土
地
改
良
事
業
に
い
し
、
人
工
海
水
浴
場
等
の
潟
査

T
Vを
最
用
し
た
市
民
へ
の
災
害

の
新
改
築
、
大
野
s

八
幡
小
学
校
公
民
館
の
翠
準
備
を
し
ま
す
o

着

手

し

ま

す

。

検

討

を

進

め

ま

す

。

情

報

シ

ス

テ

ム

の

導

入

を

関

り

ま

校
誕
首
相
干
の
改
修
を
行
い
ま
す
。
小
青
少
年
の
健
全
育
成
で
は
、
描
明
白

中

学

校

の

パ

ソ

コ

ン

導

入

に

つ

い

内

に

き

も

の

家

を

嚢

す

る

と

総

主

上

ず

の

総

合

公

欝

ご

み

は

、

き

み

の

減

量

化

と

て
も
研
究
を
進
め
ま
す
。
と
も
に
、
山
城
地
区
に
も
建
設
の

J
司

a

s

i

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
穣
梅
田
町

湘
南
の
美
術
a
光
安
ア
l
マ

に

た

め

の

準

備

に

入

り

ま

す

。

湘

期

間

丘

陵

は

、

平

塚

ば

ら

の

丘

に

進

め

ま

す

。
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市

環
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ハ

イ

テ

ク

パ

ー

ク

構

想

に

基

づ

き

|
φ
i
上
γ

】

と
式
、

1
F明
幽

J
z
z
z
z
a恥
A
a晶
コ
グ
¥

調

4
e
a
t
-
e
d
i
-
-
a
a
a

の
第
一
最
重
が
平
成
コ
一
年
度
か
誘
致
が
m
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
進

l
シ
ョ
ン
の
重
と
し
丈

C
A

産
業
経
済
環
鹿
市
富
の
整
備
に
向
け
て
基
礎
調
ら
章
で
き
る
よ
う
、
実
施
設
計
め
ま
す
o

T

V

露
に
停
つ
情
報
基
盤
の
繋

査
を
進
め
ま
す
。
の
準
備
に
入
り
ま
す
。
市
営
住
宅
は
、
二
か
年
継
続
で
備
や
海
の
総
合
イ
ベ
ン
ト
「
サ
]

商
業
振
興
民
間
で
は
、
湘
南
コ
I

工
措
譲
興
で
は
、
住
工
滋
在
の
幹
線
道
路
は
、
真
土
岡
崎
線
、
万
国
小
向
住
宅
の
建
設
に
着
手
し
フ
別
」
も
行
い
ま
す
。
庁
舎
建
設

ユ
l
フ
ラ
ザ
只
フ
ラ
ン
を
推
進
す
解
消
と
生
産
性
の
向
土
や
経
営
の
北
金
沼
一
二
号
線
、
八
幡
P伸
社
土
屋
ま
す
。
排
水
路
は
、
続
年
度
に
引
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
慎
議
に

る
た
め
、
個
性
と
魅
力
あ
る
中
心
効
率
化
を
殴
る
た
め
、
東
車
問
地
線
等
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
き
一
続
き
五
領
ケ
台
、
援
問
時
へ
よ
し
検
討
亭
進
め
ま
す
。

一
九
九
0
年
代
の
幕
開
け
の
年
を
迎
え
た
今
年
度
の
予
算
は
、
新
平
塚
市
総
ム
目
計

湿
の
一
一
一
年
包
に
あ
た
り
、
総
合
公
閣
の
整
備
や
市
民
病
院
の
増
床
、
美
術
館
な
ど
の

完
成
を
目
指
し
、
整
備
#
4謹
め
ま
す
。
ま
た
、
二
十
一
世
紀
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
湖

南
マ
リ
ン
リ
ゾ
ー
ト
ブ
う
ン
、
湘
南
半
ビ
ュ

l
ラ
ン
ド
フ
ラ
ン
、
平
塚
ば
ら
の
丘
ハ

イ
テ
ク
パ
ー
ク
構
想
な
ど
、
重
点
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
た
め
、
新

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
一
般
会
計
の
予
算
は
、
六
百
三
十
三
億
円
で
九
つ
の
特

則
川
会
計
と
病
続
事
委
許
の
予
算
と
合
わ
せ
る
と
、
総
額
一
千
二
百
一
一
一
士
一
一
億
六
千

一
百
五
十
九
万
四
千
円
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
(
関
連
記
事
二
箇
)
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(2) 

た
虹
h
J

浜
東
住
宅
建
設
事
業
の
集

会
所
だ
耳
目
附
す
る
の
で
、
四
月
一

日
か
ら
み
巾
営
住
宅
の
共
同
施
設
と

し
て
一
誕
開
院
し
た
。

5
l
i
a
i
-
-度一
一

の

予

算

(

一

泊

に

掲

載

)

や

平

塚

市

青

少

年

会

館

の

設

置

等

に

関

す

る

条

例

、

下

水

議

事

業

環

て

境

整

備

基

一

金

条

例

の

制

だ

な

ど

、

一

一

十

一

議

案

が

上

程

さ

れ

原

案

ど

お

り

可

決

さ

れ

た

。

そ

れ

一

で

は

、

市

民

の

皆

さ

ん

に

関

係

の

あ

る

主

な

内

容

を

賀

川

し

よ

う

。

一

{

人

権

擁

議

委

員

の

推

薦

}

二

平

塚

市

下

水

道

事

業

環

境

整

備

一

万

円

に

改

定

レ

ペ

一

会

義

雄

氏

(

弁

護

土

)

一

霊

長

一

弱

口

問

購

入

契

約

の

締

法

一

平
塚
市
宝
町
8
番

幸

一

平

成

千

年

出

止

す

卓

義

実

施

予

一

芸

術

品

購

入

に

つ

き

、

次

の

と

綾

部

日

用

地

ゃ

、

街

路

潟

地

な

ど

土

一

マ

会

場

市

役

所

市

民

主

脱

出

主

協

力

究

…

{

平

塚

市

君

主

館

の

設

置

主

主

主

ド

水

道

警

事

業

一

普

賢

契

約

を

締

結

す

る

。

一

季

語

庁

舎

建

設

基

金

年

一

一

一

一

地

開

発

公

控

室

し

て

い

た

史

芸

行

政

相

談

委

員

は

ヂ

マ

喜

1
日
3
持
関
空
白
一

び
管
理
専
に
関
す
る
条
例
}
一
(
渋
白
川
以
雪
量
の
整
備
一
，
絵
画
「
暴
安
田
喜
作
一
億
円
の
積
み
立
て
、
警
警
は
遺
書
償
還
金
、
沼
・
県
支
出
一
や
一
電
車
に
よ
る
松
談
ゑ
す
ご
以
上
重
で
さ
雲
歳
未
満
の
一

県
立
青
少
年
会
館
が
四
月
一
日
一
に
よ
り
、
平
塚
市
の
汚
水
と
大
磯
一
一
億
五
千
四
百
五
十
万
円
安
一
美
術
館
経
樹
購
入
費
に
二
億
ヱ
き
署
長
う
も
の
、
最
終
的
一
る
。
詰
雲
o

i

万

一

宮
市
に
害
さ
れ
る
こ

S
E
R
a川

護

F
章
一
会
社
ア
イ
シ
i
干
高
一
九
百
一
ト
七
万
円
。
そ
の
話
、
一
に
必
要
経
費
に
つ
い
て

E
R
2
2二在
宅

事

1
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
一
三
撃
の
内
容
量
喜
一
一

り
、
平
塚
市
青
少
年
喜
と
し
て
て
伯
岸
処
理
場
へ
流
入
さ
れ
る
こ
と
一
一
警
護
こ
ど
も
皇
室
誌
の
一
昔
霊
講
じ
た
も
の
で
あ
る
。
了
大
久
保
聖
書
台
湾

4
一
(
雪
量
内
)
で
は
、
各
安
定
一
の
習
の
世
話
、
農
高
な
ど
一

蓄

す

る

た

;

位

置

喜

一

に

な

る

。

そ

こ

で

、

普

の

周

一

平

成

一

万

年

震

の

一

I
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
i
n
二

四

九

一

一

)

一

言

し

、

暴

言

言

語

審

3
時
間
六
百
五
十
円
一

す
に
つ
い
て
条
例
喜
一
日
持
活
時
計
一
一
般
会
計
予
算
一
審
の
行
政
額
議
欝
糊
関
開
?
ノ
く
¥
一
(
軒
詩
軒
門
ど

J

訂し吋世に町守守111五杢:一二一江リ目守日111i!!
巧る更;斗人土へ2ル失
パ
I

奪暴奪量卦非藁ι

集集しよて」一げ
1Jれ軒苧町吋ヂ可お~川

一二三h

ら
り
れ
宅
て
い
=
る
の
宅
て
ヲ
品
あ
事
霊
業
と
主
一
二
早
芸
還
成
或
完
占
元
兄
産
年
度
君
の
一
史
焚
警
口
許
計
補
雪
正
一
一
了
.
忌
原
一
忌
雄
入
会
野
竺
一
又
八
」
六
ハ
一
二
二
市
完
内
で

5は、
現
霊
在
否

z四
f主

九

人

一

一

悦
一
童
が
詩
内
語
済
望
に
執
誇
行
で
互
き
る

2よぅ
一
予
言
、
一
一
月
富
市
議
会
に
捷
一

5
月
l
門
口
市
民
組
相
談
室
で
一
(
雲
泥
五
一
一
七
一
一
一
)
一
の
方
が
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
活
動
し
一
寝
た
き
り
老
人
一

航
一
平
塚
市
長
警
が
基
金

Z
Z案
さ

れ

、

量

ど

お

り

可

決

さ

れ

一

一

一

事

冴

子

夕

陽

ケ

丘

幻

竺

て

い

る

が

、

核

家

族

や

高

齢

京

一

等

の

実

態

調

査

一

一

す

る

た

め

に

、

基

金

量

警

純

一

た

。

一

1士
一

一

日

宣

言

主

一

を

望

書

記

黍

に

つ

い

て

一

室

誌

上

ハ

説

。

)

一

雪

中

で

、

喜

ヘ

ル

パ

i
Z一
一

明

一

定

し

た

一

ム

7

回
議
一
字
芝
、
一
二
十
三
日
(
土
)
ま
で
の
一
書
は
、
乏
の
苦
情
、
要
望
書
を
お
隣
き
す
一
義
喜
罵
入
本

E
m
一
婆
と
す
号
家
庭
蓄
え
る
李
総
一
市
で
は
、
市
内
で
い
ん
議
し
て
い
一

何
一
{
平
塚
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
二
脇
田
町
出
千
六
百
四
十
一
万
八
千
円
で
一
挙
行
政
相
談
強
調
退
陣
(
総
務
一
る
こ
と
に
な
っ
た

O
B設
に
ご
一
(
電
話
μ

二
五
心
一
一
一
)
一
さ
れ
る
。
市
民
の
皆
さ
ん
ぜ
ひ
と
一
主
人
事
り
し
ゃ
寝
た
き
り
、
笠

蜘

一

部

を

改

正

す

る

条

例

}

一

既

定

予

算

と

合

わ

せ

る

と

量

一

庁

)

と

な

っ

て

い

る

。

一

栴

を

一

ilili--ー
ー

ー

一

長

(

き

の

あ

る

お

年

寄

り

の

一

お
一
語
六
十
一
三
段
か
ら
平
成
一
見
一
予
算
規
模
は
六
百
五
十
語
二
百
一
市
で
は
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
立

7
日
時

5
R
1
2火
)

午

金

一

一

実

態

霊

を

行

っ

て

い

る

。

一

一
年
度
ま
で
継
続
出
事
業
で
一
奪
三
九
十
一
万
九
千
三
な
っ
た
。
一
政
相
談
委
員
に
よ
る
撃
相
談
所

1?4時
一

ヂ

イ

サ

;

ピ

ス

初

期

を

了

」

暴

言

、

寝

た

き

り

の

お

一

一

一

年

寄

り

立

ど

の

実

態

ゑ

把

握

す

る

一

一
重
事
務
所
で
は
、
参
た
き
り
一
島
、
書
、
章
、
岡
崎
を
モ
デ
一
こ
と
に
よ
り
、
古
老
人
童
相
対
一

一
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
た
下
地
区
と
し
て
実
績
一
策
へ
の
基
礎
資
料
と
す
る
も
の
。

一
め
に
、
日
常
生
活
に
お
け
る
サ
l
一
マ
給
食
日
月
〈
、
金
犠
日
一
各
地
区
の
民
生
委
員
か
お
悔
い

一
ピ
ス
葬
っ
て
い
る
。
記
号
。
一
マ
君
主
主
同
一
す
る
の
で
、
暴
力
を
。

一
門
デ
イ
サ
i
ピ
ス
}
一
申
し
込
み
は
、
預
総
務
章
一
詳
し
く
は
、
一
一
翠
総
務
課
老
人

言

葉

缶

歳

以

上

mv露
や
痴
一
人
福
禁
(
内
線
一
二
九
)
へ
。
一
喜
係
(
喜
一
一
一
九
二
。

一
呆
(
ほ
う
)
の
あ
る
お
年
寄
り

一
マ
利
用
回
数
状
況
に
よ
り
還
1

一
1
2閥
、
午
前
日
時
t

、
午
後
3
時

一
マ
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
入
浴
、
給

一
食
、
阜
市
動
作
一
訓
続
生
活
指

導
自
宅
か
ら
絡
設
ま
で
の
輸
送

マ
利
用
施
設
平
塚
老
人
ホ
ー
ム

デ
イ
ケ
ア
!
セ
ン
タ
ー

マ
費
用

I
E五
百
円

門
給
食
(
タ
傘
サ
i
ピ
ス
}

サ
対
象
山
山
歳
以
上
の
一
人
暮
ら

し
、
ま
た
は
老
人
夫
婦
暮
ら
し
を

し
て
い
る
、
炊
事
が
閑
疑
な
方

マ
対
象
地
区
大
野
、
神
間
、
域

平成2~手4汚守 58重曹465望号

一般会計歳出予算

議 会 費 4億 4765万円 0.7%

総務費 64億 2008万円 10.1%

民 生 費 94億 7440万円 15.0%

智生 費 イ意0085hr.::r:] 9.0% 

労働費 4億 5433_]-jf-'j 0.7% 

農林水産業費 19曹8815万円 3.1% 

荷工費 8億 1156万円1.3%

ナ式費 165!，す2691万円 26.1%

棺防費 意4493万 円 3.1%

教育 費 124僚 5384万 円 19.7%

台儀費 38億 5091万円 6.1%

諸支出金 28億 5639万汚 4.5% 

予構費 1億剖00万円 0.3% 

一般会計占歳入予算

市 税 372億:7298万円 58.9%

地方譲与税 13償 4000万円 2.1%

利子害日交付金 3億 5加O万円 0.6% 

ゴルブ場利用税交付金 8600万円 0.1% 

自動車取樗税交付金 7億6uOOJi円 1.2% 

地方交付税 1000万円 0.0%

交通安全対策特別交付金 2700万円 0.0% 

分担金及び負担金 6燈0679万円 1.0% 

使用料及び 手数料 剖意3612万円 1.5% 

国庫支出金 38倦 887477，1可 6.1%

県 支出金 20億 1750万 fユ1 3.2% 

財産収入 6借:8009万円 1.1%

繰入金 29億3003万円 4.6%

繰越金 5億 0000万円 0.8%

諸奴入 55鍍 1703万内 8.7%

市 債 63億 7772万円 10.1%

歳入会計 633綴:0000方向 100.0% 歳出合計

筆
を
添
え
る

集
す
る
。

東
洋
の
ロ
マ
ン
、
第
(
け
ん
)
幼
時

i、
市
民
h
u
ン
タ
1

牛
と
織
り
舷
の
神
話
に
ふ
さ
わ
し
す
賞
ミ
ス
七
夕
。
ア
メ
リ
カ
務

ぃ
、
鍍
康
で
国
明
る
く
教
養
豊
か
な
海
山
需
給
接
(
お
万
円
)
と
説
賞

女
性
を
求
め
て
い
る
。
(
間
囲
内
旅
行
券
等
)
、
七
夕
の
展

な
お
、
ミ
ス
七
夕
に
選
ば
れ
る
。
賞
金

(
5
万
円
)
と
感
賞
(
国

と
、
七
夕
ま
つ
り
を
は
じ
め
と
す
内
旅
祥
券
等
)

る
観
光
行
事
や
市
の
行
時
事
に
、
一
マ
応
整
万
法
住
所
、
氏
名
(
ふ

年
院
議
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
り
が
な
)
、
生
年
月
日
、
職
業

な
る
。
ご
応
募
を
。
(
勤
務
先
名
、
学
校
名
)
、
電
話

マ
選
出
人
数
ミ
ス
七
夕

4
3

番
号
、
身
長
、
体
重
、
バ
ス
ト
、

入
、
七
夕
の
翠

4
人
ウ
エ
ス
ト
、
ヒ
ッ
プ
の
サ
イ
ズ
を

マ
応
募
翠
①
県
内
に
お
ハ
筆
記
入
し
、
重
(
カ
ラ
ー
サ
1
ピ

い
、
お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
ス
サ
イ
ズ
・
上
手
身
)
を
向
封
の

る
未
婚
女
性
(
外
国
籍
の
方
は
除
}
コ
丸
、
郵
送
等
で
申
し
込
hu。

く
)
②
平
成
2
年
7
月
7
日
現
マ
応
古
手
先
〒
加
平
塚
市
浅
間
町

在
、
満
四
歳
1
お
歳
企
画
校
生
は

9
i
l
w
T塚
市
役
所
内
七
夕
ま

除

く

)

つ

り

実

行

委

員

会

事

務

局

;ホ
の;
政ム

比'"
)v 

をノf

児童蒙穣祉を考えるつどし

いま、なぜ子育てなのか
ーストレス鍵好奇こにおける子育てー

と を誓 5 (木〉
今千ゑ 1氏子30イシ:}-4 

ところ

講師河合

[7ロフィーノレ]

自主江小児病院精神科医長で、慶応大学

医学部講師、早福田大学詳報打j、 Nl壬五

「こども教育篭言語格談j を担当。

①串し込み 霊童童話で1思議繰!思議係へ

(内騒216)

。
一
般
法
律
婚
絞

4
月
四
日
(
ホ
γ
訪
日
(
ホ
γ
5月
9
臼
ベ
ホ
)

予
約
制
{
鳴
館
で
も
可
)
、
日
時
5
話
時

。
登
記
、
品
開
粍
潤
畿
相
談

5
月
日
日
(
金
)
、
臼
時

F
A
1
2

日間時

〈
〉
一
敏
需
由
民
間
制
談
醤
臼
(
た
だ
し
、
土
曜
は
日
時
ま
で
、
自

曜
・
祝
日
。
第
2
・第
4
土
瞳
は
除
く
)

。
消
費
生
活
相
談

4
月
訪
日
(
金
)
、
目
日
(
金
)
、
5
月
日
日
(
金
)
、

9
持

t
m時

〈
〉
定
例
年
金
相
談

5
汚
羽
田
(
本
)
、
同
時
5
日
時

。
一
発
踊
考
灘
特
叫
肘
梧
開
問

5
月
7
日
(
月
)
、
叩
時
3
日
時

八
〉
下
繍
敏
引
相
続

4
月
四
日
(
木
)
、
日
時
部
分
1
日時

。
住
申
告
漏
毅
(
新
築
補
慎
な
ど
)
4
R
口
日
(
火
)
、
日
時
1Mm時

を
務
少
年
務
談
窓
〈
両
人
民
セ
ン
タ
!
)
M
j
七
一
一
一
一
一

月
j
t
j

金
曜
日
9
時
1
国
時
土
曜
日
陪
日
時
ま
で

。
繍
み
ご
と
品
。
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
4

お
i
七
八
一
一
一
。

月
t

、土曜尚
M
9
時
1
四
時
部
分

繍

札

税

金

帥

織

的

叫

i
一一一一一一一一三

や
む
恋
ご
と
相
談
轄
趨
斉
曜
臼
、
日
時
F63
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
揖
談
毎
遇
月
3
金
曜
臼
、

9
時
t

、，国時

(
土
瞳
丙
口
は
日
時
ま
で
、
第
2
、
第
4

土
曜
は
除
く
)

。
結
婚
棉
滋
醤
選
臼
緩
宿
、
四
時
t

、2
日
時

(第
3
日
曜
日
を
除
く
}

。
母
手
構
醐
蹴
醤
週
斉
i
金
種
目
、

9
時，、，叩即時

。
憲
議
咽
品
蜜
帯
磁
毎
週
百
片
4
金
曜
日
、

9
時
i
叩即時

。
高
齢
者
綴
擁
欄
畿
需
週
月
3
金
曜
日
、

9
時
却
分
itm時

(
土
曜
日
は
四
時
ま
で
、
第
2
・第
4

土
曜
日
を
除
く
)

。
綿
入
梅
畿
毎
月
第
3
木
曜
日
、
日
時
3
日
時
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会開民年金保験料鶴か主設定

国民年金保険料十は、 4月から「月額8，400Pl

(従来8，000円 )J応改定されている。

保険料の納め忘れをなくしたり、納める手

織を省くために、 1年分をまとめて納める前

納制度や、銀行等から口座振替で毎月納める

方法がある。ご利用を。

なお、 1年分の保険料を 4月27日(金)ま

でに前納すると次のような割り引きがある。

(3) 

-

初

日

笛

木

(

あ

お

き

、

っ

一

用

士

)

一

日

(

例

・

9
月
下
旬
〉
、
代
表
者
一

げ
、
く
ち
な
し
)
、
草
花
(
サ
ル
一
@
初
日
葉
(
酔
ふ
ょ
う
、
っ
氏
名
、
ハ
住
所
、
霊
登
勺
を
記
入
一
山
城
、
大
佳
、
選
)
、

ピ
ア
)
、
用
土
(
図
書
喜
一
つ
じ
)
、
草
花
(
マ
リ
1
コ

ー

ル

一

の

う

一

へ

芸

毒

市

浅

野

土

圏

(

港

、

金

[

回

、

土

屋

、

公

ゐ

白

票

(

さ

つ

烹

喜

一

ド

)

、

用

土

要

望

)

一

1

平

塚

夏

空

襲

(

内

一

民

館

(

須

賀

、

富

士

呉

旭

ん
か
、
短
く
ち
な
し
て
草
花
一
マ
問
い
合
わ
せ
先
八
盤
緑
地
譲
一
線
一
一
一
一
五
)
へ
。
一
一
先
日
行
わ
れ
た
定
要
塞
に
北
、
大
野
、
自
之
気
中
原
、

(
ベ
チ
ュ
一
一
之
、
皇
(
望
一
緑
政
係
(
内
線
開
二
五
)
…

l
i
l
i
-
-
l
二
つ
い
と
監
査
委
員
小
室
弓
松
が
丘
、
雲
、
神
間
、
横

l
i
l
i
-
-
i
l
i
l
i
l
i
-
-

一

一

F

一
…
氏
、
福
間
政
夫
氏
、
長
塚
洋
一
ニ
内
、
土
屋
)

一
火
災
に
よ
り
大
切
な
自
然
が
失
一
身
障
者
更
す
札
一
…
意
向
報
告
が
あ
つ
な
マ
結
果
②
予
算
の
執
行
、
校

火

災

か

ら

林

一

一

一

~

わ

れ

る

こ

と

の

な

い

よ

う

、

長

一

国

組

談

を

開

く

一

二

重

公

表

千

三

入

金

山

山

事

務

お

お

む

ね

遥

野

を

守

ろ

う

一

震

を

。

一

一

一

マ

対

象

小

学

校

(

笥

富

士

正

に

処

理

さ

れ

て

い

た

一
・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
完
全
に
笠
身
露
客
室
更
生
巡
回
裏
が
え
花
木
、
な
で
し
ミ
旭
、
建
設
の
維
持
重
お
お

四

月

と

五

月

は

ド

ラ

イ

ブ

、

ハ

子

一

福

祉

会

銭

で

一

宮

れ

る

。

一

…

章

、

建

八

幡

、

塁

、

む

ね

良

好

に

行

わ

れ

て

い

た

イ
キ
ン
グ
、
山
菜
採
り
な
ど
で
野
て
た
ば
こ
の
吸
い
撃
景
品
一
{
警
怒
る
ッ
ク
}
4
R
n
B
一
小
中
原
、
童
、
横
内
、
室
、
③
物
品
議
官
邸
の
管
理

山
に
入
る
人
が
多
く
、
た
ば
こ
の
一
げ
捨
て
な
い
一
(
月
)
、

5
月
お
臼
(
汚
)
、

6
月
一
一
み
ず
ほ
)
、
中
学
校
(
太
洋
、
良
好
に
行
わ
れ
て
い
た

一
投
げ
捨
て
な
ど
で
林
野
火
災
が
発
て
強
風
、
乾
燥
を
し
て
い
る
と
き
一
お
尽
(
月
)
、

7
月
幻
自
(
月
)
一
い
浜
岳
、
神
田
、
横
内
、
金
旭
、

J
一
の
ま
ち
に
み
ど
り
の
風
を
一
け
を
。
一
生
し
や
す
い
時
燭
で
あ
る
。
一
は
た
き
火
を
し
な
い
一
の
午
後
ヱ
時
1
2符
一

-

均

千

子

一

一

-

4

一一
4
7
4

白

ア

ふ
か
せ
よ
う

f
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
一
マ
富

4
月

習

(
+
G
i
t
-
J
E
l
l
i
-
-
i
J
i
l
l
l
-
一

Z
想

定
3

月

8

R
一

工

警

委

員

会

で

は

、

平

成

一

室

レ

1
5、
平

塚

市

緑

化

ま

つ

り

一

日

(

休

日

)

一

ム

句

、

立

〆

遡

iz

一
去
、

7
月

習

(

火

)

の

午

一

沢

一

度

優

良

教

職

員

と

し

て

、

長

谷

川

高

か

れ

る

の

一

守

会

場

八

幡

辺

公

開

一

見

学

金

〈

額

体

〉

の

事

鶴

子

?
2持
一

十

一

由

紀

子

教

議

(

鳩

公

表

)

と

熊

こ

句

作

事

は

、

市

民

の

木

「

く

予

内

容

横

木

市

、

一

日

動

物

一

司

4

4

、

;

一

警

護

警

護

慈

雲

一

号

一

沢

克

教

諭

(

豊

田

小

差

)

の

こ

す
の
き

h
E
Z「
な
で
し
一
村
、
線
の
望
室
、
草
花
鉢
第
一
広
譲
で
は
、
殺
害
弱
体
な
一
人
ま
た
は
印
人
程
度
)
一
高
か
ら
、
譲
渡
訳
者
が
1
一

欄

一

人

を

表

彰

し

た

。

こ
」
に
象
徴
さ
れ
る
習
雪
広
一
売
会
、
森
林
・
襲
コ
ー
ナ
ー
、
一
ど
を
対
象
に
、
観
光
パ
著
書
一
マ
護
憲

5
月
下
旬
1
平

成

一

階

市

民

相

談

室

の

窓

口

て

喜

一

抑

制

一

長

谷

川

教

費

量

皇

室

げ
、
緑
い
っ
ぱ
い
、
花
い
っ
ぱ
い
一
な
で
し
こ
の
種
子

(ga肥
料
一
し
て
市
内
の
公
共
施
設
や
名
前
沼
一

3
年
3
月
(
た
だ
し
、

7
i月
一

所

内

の

ご

案

内

を

し

て

い

る

。

震

…

へ

の

交

遇

措

豪

華

の

父

母

か

の
平
塚
と
な
る
よ
う
毎
年
行
わ
れ
一
の
配
布
、
(
訪
日
の
み
)
青
空
三
雪
量

Z施
設

見

学

会

を

一

基

く

)

一

マ

申

書

日

毎

月

第

1

j

5

;

一
ら
高
く
一
評
価
ぎ
れ
た
も
の
。

て
い
る
も
の
て
主
主
量
一
ン
サ

l
h
巣
箱
宮
教
室
、
三
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
左
京
費
用
意
一
土
一
曜
日
お
よ
び
索

?
4火
曜

日

一

熊

沢

教

君

、

理

科

教

育

(

糧

自

。

言

語

教

室

、

習

の

み

)

三

一

年

度

言

語

。

を

募

集

す

言

、

議

限

高

官

(

金

こ

の

午

前

9
?午
後

臼

号

ふ

鞠

一

物

警

告

書

と

し

、

環

護

今

臣

、

昨

年

四

月

に

ス

タ

ー

一

木

セ

ジ

計

一

る

こ

と

に

な

っ

ぺ

希

望

さ

れ

る

一

申

し

込

み

は

一

角

い

合

わ

せ

費

総

務

諜

鰍

耕

一

備

に

力

葬

式

、

小

学

校

教

育

ト
し
た
「
み
ど
り
基
金
」
を
繁
一
苗
木
の
寵
布
一
団
体
は
お
申
し
込
み
を

b

し
な
が
ら
み
ど
G
の

尽

の

羽

月

一

一

な

お

、

面

体

に

つ

い

て

は

今

骨

一γ
十
九
臼
を
中
心
に
、
検
木
市
を
一
期
同
中
、
毎
日
午
前
9
時

か

ら

一

度

十

四

(

一

白

五

十

人

)

実

施

芋

ゴ

還

は
じ
め
苗
木
や
用
土
の
配
布
、
二
若
木
1
本
、
盤
工
花
3
鉢
、
用
土
1
一

定

の

た

め

、

申

し

込

み

多

数

の

と

児

家

長

持

、

青

空

コ

ン

サ

ー

ト

な

五

の

い

ず

れ

を

各

先

着

工

ナ

一

き

は

量

と

な

る

。

手

妻

。

日

事

選
管

ど
、
数
多
く
幻
催
し
物
が
用
意
さ
一
五
百
人
の
み
な
さ
ん
に
無
料
で
一
配
一
マ
対
象
自
治
会
、
趣
味
の
会
、

(
通
安

れ
る
。
ご
家
扶
お
ι
怖

い

で

お

山

嵐

一

布

す

る

。

一

サ

ー

ク

ル

仲

間

な

ど

す

団

体

お

一

一

課

長

一員会
議
員

#
育
会

総
務

森
イ
ア

所
長

清
水

武
井

、
市

E
Y
A
師
仲

町議会)、
土
木久総

橋
明

課
長

一事務
室一昔前

北
部

す国民健康保験の溺け弱者旨

世主帯などに変獲があったときは、 14日以内

に蔵け出を。( )は持害するもの

0 憶の健康保険に加入したとき(両方吃保険

誌、印鑑〕

o他の健康保険をやめたとき(健康保険の資

格喪失日がわかる証明書、印鑑)

0転出するとき(備検証、印鑑)

・ 問い合わせ先保険年金課(内練248)

る
。
正
し
い
子
供
察
国
て
方
を
勉

強
し
た
り
、
ま
た
子
供
の
幸
せ
と
…
，

何
時
に
自
分
の
幸
せ
を
高
め
る
た
一
人
/

は
新
規
会
員
募
集
し
て
い
る
。
右
足
ぜ
な
混
入
を
。
一
九

轟

ク

ラ

Zは
場

る

い

家

一

マ

主

な

裏

一

庭
づ
く
り
。
を
呂
様
に
活
動
し
て
了
子
供
在
理
解
す
る
滋
動
(
泉
三

い
る
自
主
的
議
ま
り
で
、
喜
一
子
の
話
し
合
い
ぷ
ど
)
一
字

ム
耳
、
町
内
会
や
問
問
じ
白
的
を
も
っ
一
@
良
い
環
境
を
つ
く
る
活
動
(
美
一

R

た
仲
閥
単
位
だ
定
期
的
に
話
し
合
一
化
運
域
交
湧
賞
金
活
動
、
あ
そ

い
な
ど
を
も
っ
て
お
り
、
環
在
市
一
び
場
づ
く
り
な
ど
)
一

内
で
二
寸
四
ク
ラ
ブ
、
一
一
一
一
自
五
十
一
・
子
供
と
業
し
む
活
薮
(
ハ
イ
キ
一
持

九
人
が
な
ご
や
か
な
雰
胸
囲
気
玄
由
一
ン
グ
、
写
生
会
、
折
り
紙
づ
く
一
区

勤

し

て

い

る

。

一

り

、

読

書

会

な

ど

)

一

ぺ

人
間
性
の
殴
復
や
地
域
連
帯
の
一
・
お
互
い
の
殺
控
を
深
め
る
活
動
一
咋

必
要
性
が
さ
け
ほ
れ
る
ム
吉
に
お
一
(
パ
レ
!
大
全
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
ハ

い
で
、
と
り
わ
け
子
供
を
含
め
た
一
大
会
、
料
理
講
習
な
ど
)
一

母
親
ク
ラ
ブ
は
母
殺
で
あ
れ
ば
一
少
年
課
育
成
係
(
電
話
認
七

O
一審

ど

な

た

で

も

自

由

に

参

加

で

き

て

一

九

)

へ

。

一

い

人 Jl'芸毎月第 1火 9 : 3 日 ~11 30 30人

2 重量 毅毎月第3水 13 30~15: 30 30人

3⑤大工芝毒事毎月第2、4金 9 30---11: 30 10人

4 レタ襲撃繍毎月第 1、3火 9 30~11: 30 30人

5，茶 滋毎月第2、4水 10: OO~12 : 00 15人

5 綴 季語毎月第2、4水 9:3ひ-11: 30 25人

。翼耳罪事 5月~平成 3年 3月 (全 10I百1~20 回)
く〉草壁格 市内ギモ伎の 60歳以上白方

。串し込み 4月25日{ホ)までにコース名と伎所、

氏名(ふりがな〉、年齢、議話番号を記入して、

「干254平塚市追分 1~'43 福祇会館趣味の講座

係jへ。ただし、 1人 1コースのみ。応募多数の事 5月158附までに青少保会費官へ。先着順

・受 付 時 間 午 前9時~午撞 6時30分、日嬉日

は午後 2時まで。 問い合わせ 腎少牢喜築TE L32，7029 議後壬措宮TE 33~2333 



(4) 平成2年 41'苦守 58

暖かい臼差しの中、芝生の上でひと体み

子供たちは水遊びが

大好き

総
合
公
開
闘
も
着
々
と
整
備
が
進
れ
や
子
供
た
ち
が
、
水
や
遊
具
で

み
、
来
春
に
は
総
ム
円
体
育
館
、
ふ
元
気
に
遊
ん
だ
り
、
ゆ
っ
く
り
B

れ
あ
い
動
物
閥
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
た
ほ
っ
こ
を
し
て
い
ま
し
た
。

で

完

減

し

ま

す

。

ま

だ

野

外

ス

テ

ー

ジ

で

は

、

先
日
も
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
宇
諸
問
テ
レ
ビ
の
人
気
者
も
登
場
し
、
子

を
記
念
し
、
春
ま
つ
吹
が
行
わ
れ
供
た
ち
を
喜
ば
せ
て
い
ま
し
た
1

大
勢
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。
総
合
公
園
も
、
ス
ポ
ー
ツ
、
懇

平
塚
の
は
ら
っ
ば
、
わ
ん
ぱ
く
い
の
場
と
し
丈
市
良
に
毅
し
ま

広
場
、
親
水
公
園
に
は
、
親
子
連
れ
て
き
た
よ
う
で
す
。

まつり

っち、

手をつないで仲良し 6人級

ながーいすべり台気持ちいい

績
端
会
場
も
市
震
の
皆
さ
ん

で
い
っ
ぱ
い

平
塚
海
岸
に
大
勢
忽
川
良
の
一
皆

さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。
み
ん

な
手
に
は
、
移
椅
ゴ
テ
と
軍
手
の

入
っ
た
袋
宇
持
っ
て
い
ま
す
。
そ

ツ
ム
こ
は
、
植
樹
フ
ヱ
ス
テ
ィ
パ
ル
会

問
山
場
で
し
た
。
会
場
で
は
、
幼
児
か

M
M

ら
お
年
寄
り
ま
で
「
元
気
に
育
つ

腕
て
ね
」
と
祈
り
な
が
ら
、
一
生
懸

務
命
苗
木
を
植
え
て
い
ま
し
た
。

開
参
加
者
た
ち
は
、
植
樹
後
に
イ

仰
向
ベ
ン
ト
会
場
で
、
丸
太
切
り
大
会

出

な

ど
m
M催
し
物
を
楽
し
み
、
=
一
千

儒
の
お
に
ぎ
り
や
と
ん
汁
が
あ
っ

と
い
う
ま
に
な
く
な
る
ほ
ど
、
大

努
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

務
災
教
噛
離

火
災
の
発
生
を
わ
ず
が
八
件
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
い

う
結
果
が
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
い
つ
の
地
震
で
も

仙
台
市
の
よ
一
つ
に
う
ま
く
い
く

と
は
限
ら
な
い
。
私
た
ち
も
、

い
つ
地
震
が
起
ぎ
て
も
家
族
の

こ

み

ん

な

が

あ

わ

て

ず

に

行

動

で

町

舗

き

る

よ

う

一

身

の

安

全

」

と

地

時

「

火

の

始

末

」

そ

し

て

「

隣

近

の
は
火
災
で
あ
る
。
所
の
助
け
合
い
」
に
つ
い
て
一
話

大
正
十
一
一
年
九
月
の
関
東
大
し
合
い
、
大
地
震
に
備
え
て
い

震
災
で
は
、
問
符
に
多
く
の
火
た
だ
き
た
い
。

災
が
発
詳
し
大
火
と
な
っ
た
た

O
看
護
棄
の
登
録
を

め
、
亡
ζ
な
っ
た
方
が
約
十
方
市
消
防
本
部
防
災
課
(
内
線

入
と
い
う
大
惨
事
と
な
っ
た
。
一
一
一
五
七
)
で
は
、
災
害
時
に
設

な
ム
持
、
火
災
に
よ
る
二
次
災
賞
さ
れ
る
臨
時
救
護
所
で
、
着

宣
古
を
防
い
だ
ケ
ー
ス
と
し
て
は
穫
に
協
力
で
き
る
方
(
保
健
婦
、

昭
和
一
手
三
年
六
月
密
葬
県
助
産
婦
、
看
護
婦
、
設
看
護
婦

地
震
の
と
き
の
仙
台
市
で
、
地
の
資
格
の
あ
る
さ
の
登
録
を

鍵
発
生
と
と
も
に
市
民
が
い
ち
時
び
掛
け
て
い
る
。

早
く
火
の
始
末
を
し
た
た
め
、

0
5開月
1
臼
は
地
殻
防
災
の
沼

ス
ポ

i
ヅ
大
会
開
閉
く

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
e

卓
球
・
陸
上
競
技

教
育
委
員
会
で
は
ス
ポ
ー
ツ
大
一
線
)
}

会
を
問
問
く
ζ
と
に
な
り
、
参
加
さ
一
マ
日
程

5
丹
幻
自
1
6月刊
ω
日

れ
る
方
を
募
集
9

る

。

一

の

毎

調

豆

曜

日
e

全
8
屈

{
線
人
ハ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
〕
了
時
限
午
前
9
時
お
分
1
ロ
特

に
一
マ
間
期
日

4
月
初
日
(
木
)
午
前
写
会
場
見
度
目
体
育
館

唯
一
切
符
1

一
マ
対
象
市
内
に
お
住
ま
い
か
お

い
仏
一
マ
会
場
見
担
保
管
舘
一
動
め
の
婦
人
犯
人
(
初
級
、
中
級

叩

一

マ

種

呂

ダ

ブ

ル

ス

一

各

お

人

)

文
一
マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
マ
参
加
料
一
一
一
千
円

紘
一
の
主
婦
ま
た
は
初
歳
以
上
品
人
一
申
し
込
み
は
、
語
ム
口
体
育
館

ー「一門
v
申
込
期
限

4
月
幻
臼
(
月
)
一
向
一
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

中

一

議

人

事

実

会

一

(

電

話

お

io一
O
一一)へ。

J
A
V

一
マ
嗣
刑
罰

5
月
初
口
同
(
木
)
午
前
一
‘
受
付
抽
開
始

4
月
訪
臼
(
月
)

竺
9

宇

一

三

議

議

く

一
マ
会
場
見
山
町
ム
ロ
体
育
舘
一

一
マ
種
白

4
シ
ン
グ
ル
、

1
ダ
ブ
一
平
塚
弓
進
協
会
で
は
、
弓
道
教

一

ル

ス

一

憲

を

四

回

く

。

ご

悲

戸

加

を

、

ニ
マ
参
加
資
格
市
内
に
お
住
ま
い
一
マ
日
程

5
同月刊
μ
E
3
6月
日
四
日

一
一
の
主
婦
ま
た
は
お
歳
以
上
の
婦
人
一
の
毎
潜
水
、
土
曜
日
@
全
日
μ
回

一
一
マ
チ
ー
ム
編
成

1
チ
ー
ム

3
1
て
時
間
午
前
の
郡
山
山
狩
1
幻
降

}一

6
人
、
補
欠
2
人
(
公
学
校
連
字
一
お
分
、
午
後
の
部
6
時
ぬ
分
jt

、
8

F

一
区
域
内
で
信
編
成
す
る
こ
と
)
一
一
時
(
土
曜
白
2
時
5
3終
日
出
分
)

一
一
マ
申
込
補
制
限

5
月
1
日
(
火
)
一
守
会
場
平
塚
受
壇
場

二
屋
上
競
技
選
T

権
益
宮
{
小
e

一
マ
募
集
人
員
高
校
牛
蕊
上
の
方

一
孟
義
生
の
部
)
}
一
午
前
・
午
後
冬
山
山
入
、
室
烹
順

マ
期
日

5
同
月
日
自
(
日
)
午
前
一
マ
豪
州
料
二
千
円

8
時
1

一
マ
申
込
先
間
前
台
体
育
館
内
体

桜の広場には蒸しい遊主主がいっぱい

大意〈事寄ってくれるといいな

器
-
4
月
幻
自
5
n臼
nv持

・
4
月
町
四
日
(
木
)
9時
大
原
一
品
開
校
陸
上
競
技
大
会

-
4
月
日
出
日
(
月
)
Q
v
時
東
海
大
学
臨
時
上
競
技
記
録
会

・
5
月
2
日
(
水
)
9時
神
的
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

草月13語{昌〉
午前 9時30分~午後 4時

雨天の場合は 5汚20臼(日)

きと

博物館南部JD52蒸気機揮者車周辺

。対象幼稚潤児、保育麹児、小学生

く〉柊持参するもの えのぐ、クレヨン、画板

損箇用紙は当日会場で 1人 1枚ずつ配布

-問い合わせ社会教育課文化財保護係

ところ

八去ををはじめ四季の平塚の風景

行事で観光宣伝に適切な作品安

ずる

容行事、史跡、施 設、物薦、民悟芸能

格 カラーキャビネ以上回つ切りまで

カラースライド35ミリ

事事先 5月10日(木〉までに平塚市観光

(干254平嘩市浅詩書留T9 ~ 1) か市内の

ラ商組合加盟皇居へ

い合わせ商工課観 光f系(内綿549)

i

、
¥
g
s
v
J

一
し
て
い
る
品
却
が
意
外
と
多
い
も
一
な
る
o

rr:
蕊
総
総

N
W

一

:

一

一
官
長
総
お
せ
僚
劃
掛
FY

一
の
。
宇
づ
く
り
口
問
や
着
な
く
な
っ
一
こ
の
一
調
査
を
行
う
た
め
、
市
内

議

官

背

骨

一

た

語

、

押

し

入

れ

で

限

っ

て

い

一

で

約

一

千

五

百

人

員

重

量

Y
M仲
間
仲
欄
一
る
豊
百
聞
な
ど
各
率
一
隠
で
不
用
一
集
し
て
い
る
。

~
ュ
/
勿
綴

υ

一
と
な
っ
た
品
物
を
、
リ
サ
イ
ク
ル
一
マ
唱
刑
事
終
日
容
①
9
月
下
旬
か
ら

L
3
y
f
J
b
d

一
と
し
て
お
持
ち
い
た
だ
き
た
い
。
一
ぬ
月
上
旬
ま
で
に
約
問
世
帯
の
家

ド

ト

抑

止

耳

威

一

マ

官

室

長

皇

(
1
日
の
み
一
庭
に
調
査
雪
記
布
し
、
回
収
す

一
の
出
庖
も
可
)
一
る
作
業
②
調
査
桑
の
審
査
・
散

を
目
的
に
悟
入
価
人
が
目
白
に
売
一
守
山
山
帯
名
簿
、
調
牽
地
閣
の
作
成

り
賢
い
す
る
+
国
の
て
今
回
で
2
一

百

円

マ

調

査

員

の

資

格

初

歳

以

上
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自
問
。
今
回
は
、
ご
み
の
資
源
化
一
マ
申
込
期
限
5
月
幻
臼
(
月
)
一
マ
報
酬
1
調
査
反
約
一
一
一
万
五
千

燦

(
6
月
2
日
1
3
臼
・
総
合
公
一
申
し
込
み
は
、
環
境
衛
仕
業
務
円

隈
)
の
会
場
で
聞
か
れ
る
。
一
課
業
務
事
い
(
内
線
五
一
一
一
一
(
)
)
一
申
し
込
み
は
、
5
月
お
日

自
分
で
は
使
わ
な
く
な
っ
た
品
一
e
申
込
時
間
午
後
1
時
1
4
時
一
(
木
)
ま
で
に
総
務
課
統
計
調
査

他

人

に

と

れ

ば

必

要

と

一

一

係

(

内

線

三

印

八

)

へ

。

e
5
丹
3
日
(
木
)
ヨ
時
八
薬
料
大
学
対
抗
陵
上
競
技
大
会

・
5
月
4
日
1
5
日
9
持
高
校
総
体
湿
地
区
ヂ
議
会

F
5
月
8
B
(火
)
9
狩
神
明
中
学
校
陸
上
競
技
大
会

・
5
月
9
臼
(
水
)
9
時
平
塚
山
子
関
高
校
経
上
記
録
会

・
5
丹
ぬ
臼
(
木
)
三
時
平
塚
工
芸
高
校
陸
土
記
録
会

-
5
河
口
同
日
(
日
)
9日
時
五
塚
陸
上
競
技
大
会
(
小
・
中
学
生
)

e
5
月
比
白
(
月
)
自
待
五
領
ヶ
ム
旦
一
高
校
時
閉
上
抽
出
投
大
会

・
5
月
間
山
臼
(
火
)
9
時
取
塚
商
業
南
校
陸
上
競
技
入
会

だ
き
た
い
。

な
お
、
車

少
年
会
抽
出
に
移
転
し
て
い
る

0

・
電
話
幻
l
七
O
一一九

・
住
所
平
塚
市
浅
間
町

u
u

※
写
真
は
四
月
六
日
に
行
わ
れ
た

問
問
抽
出
式
の
一
ア
l
ブ
カ
ッ
ト

① 5FJ3日(木)は祝日だが、燃せるごみ収

集を太曜日収集地区のみ行う。

資源再生ごみと燃せないごみの収集は

休ませていただく。

① 次の81立、すべての絞議;主体み

ー 4月291守(r=I) . 4月 30(月)

5fq4E1(霊訪 5!ヲ 5日{と)

• 5月 6[3 (fl) 

①上記以外の総務中i立平常どおり

期間中は大変ごi主主宰をおかけしますが、

3月に配布した収集iヨカレンダーを見てい

ただき、ごみ奴集にご協力を。

@問い合わせ 理境衛生業務課(内娘530)

〈
〉
プ
ロ
野
球
イ
i
ス
夕
、
/
リ
グ
袴
料

謀
、
ン
?
ズ
ン
パ
ス
大
人
一
一
一
千
五
百
円
、
小
人
一
イ
ド
五
百
円

・
4
月
幻
臼
(
土
)
日
同
時
横
ポ
大
洋
対
口
ッ
テ

B
4
丹
市
品
目
(
月
)
日
時
横
浜
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

B
4
月
山
的
自
(
火
)
臼
時

H
N

・
4
月
刊
印
日
(
ヒ
)
M時
協
明
浜
大
洋
対
ロ
y
テ

e
5
A
H
2
日
(
水
)
口
時
横
浜
大
洋
対
日
本
ハ
ム

・
5
河
3
ロ
ベ
(
祝
)
ね
符

N

〈
〉
そ
の
外
の
試
合

@
4
月
見
臼
(
日
)
円
以
持
首
都
大
学
野
球
リ
ー
グ
有
料

・
4
月
幻
自
(
日
)
9
時
日
本
リ
ト
ル
リ
i
グ
神
奈
川
大
会

@
4
月
お
日
1
幻
日
活
時
新
関
東
大
学
準
硬
式
野
球

5
5
月
4
日
L
5
日
9
時
ボ
ー
イ
ズ
ソ
i
グ
東
日
本
大
会

・
5
月
日
白
(
日
)
8
時
新
関
東
十
人
学
準
硬
式
野
球

オーケストラ一@フェイス
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会
場
平
塚
競
技
場
一
育
諌
(
常
詰
汎
一
ニ
O
六
O)

マ
参
加
資
格
市
内
の
小
学
4
年
一

ド

千

室

生

一

県

総

体

ス

キ

ー

ト

マ

競

技

種

目

い

中

学

男

子

中

日

一

競

技

会

の

結

果

e

れ
、
四
百
討
、
八
百
計
、
…
二
千
一

g

M

川
、
4
×
二
百
リ
ル
ジ
レ
ー
、
走
り
一
策
沼
十
一
回
神
奈
川
県
援
保

宰紅

臨

時

号

、

走

り

高

跳

び

、

砲

丸

投

一

育

大

会

ス

キ

競

一

技

会

が

、

三

月

出

げ

て

中

学

女

子

音

リ

川

、

四

百

士

一

日

か

ら

四

日

中

立

で

長

野

県

野

辺

芯

一

灯

、

一

千

五

百

民

、

4

×

百

げ

リ

一

山

ハ

イ

ラ

ン

ド

ス

キ

1

場

で

行

わ

稼

一

市

と

平

塚

著

書

霊

会

で

一

マ

問

い

合

わ

草

地

域

づ

く

り

一

レ

ー

、

走

り

一

信

号

、

き

一

一

長

一

れ

、

平

塚

市

議

会

主

嘉

唯

一

は

、

友

好

都

市

で

あ

る

量

量

一

誼

芝

生

活

係

(

喜

一

宮

)

一

薬

局

、

警

で

お

求

め

を

。

一

び

、

砲

丸

投

げ

)

、

小

学

男

子

一

十

九

郡

市

)

に

入

賞

し

た

。

な

い
一
山
市
と
岩
手
県
花
巻
市
と
の
霊
一

i
l
i
-
-
V
5
7
5口
二

月

)

一

言

一

千

五

百

?

×

百

一

ぉ

、

個

人

の

部

で

入

賞

さ

れ

た

主

持

詰

目

前

七

国

勢

調

査

の

一

長

引

(

均

一

三

ン

乳

純

一

で

明

甘

u
u
r
h
u
v
一
千
三
第
五

ι弓
U
d刊
行
融
自
民
同
耕

一

い

…

し

て

い

る

一

ー

、

一

一

説

査

員

募

集

一

(

五

百

問

、

四

百

五

十

円

)

、

ス

一

動

」

が

始

ま

る

。

一

的

人

一

灯

、

4

×

吉

川

川

リ

レ

!

、

走

り

幅

一

浩

二

、

同

成

年

3

位

警

裏

表
と
彫
刻
の
あ
る
商
広
屋
一
室
長
い
蓄
さ
れ
た
変
量
一
こ
れ
は
児
童
生
徒
が
お
互

v
一

一

ミ

チ

オ

ン

襲

(

五

耳

、

富

一

議

室

点

義

一

二

嘉

徳

山

紀

子

(

童

小

)

一

号

、

走

り

高

跳

び

)

一

マ

大

回

転

競

技

3

位

水

野

浩

一

一

を
テ
!
?
に
、
整
備
を
進
め
て
い
一
に
覆
い
を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
長
一
の
家
庭
に
治
ま
り
、
生
活
を
一
緒
一
十
月
五
、
全
国
一
斉
に
笛
勢
一
十
円
)
、

D
D
V
P
油
剤
(
!
?
君
主
義
、
季
語
、
ひ
っ
た
て
υ

分
語
大
会
タ
ィ
、
2
位
矢
一
五
明
制
限
1
人
1
警
(
中
一
マ
距
護
室
内
斗
A
G佐
和

多

た
紅
谷
B
e
ロ
ー
ド
が
完
成
し
一
刻
家
内
部
和
孝
氏
(
需
)
互
に
す
き
を
そ
れ
ぞ
れ
畠
五
査
が
行
わ
れ
る
。
一

8
川
町
五
百
号
、
ゴ
キ
ブ
リ
一
誘
一
く
り
君
主
一
木
ゅ
う
き
(
山
下
小
)
、
安
江
主
主
の
み
ジ
レ
ー
は
兼
ね
て
よ
一
茂
、
問
壮
年
3
4
位
空
襲

九

五

「

地

域

の

丸

み

」

九

点

を

替

え

…

習

を

き

、

友

情

の

き

ず

な

喜

一

こ

の

調

究

室

年

ご

と

に

行

わ

一

引

殺

虫

剤

(

鈎

錠

、

四

百

円

二

・

自

転

車

、

オ

ー

ト

バ

イ

等

乗

り

一

音

(

勝

三

一

い

)

一

場
所
は
、
許
容
パ
i
ル
ロ
ー
ド
一
付
け
て
い
る
。
芝
、
街
路
灯
、
一
め
る
こ
と
を
震
と
し
て
い
る
。
…
れ
て
い
る
も
の
て
平
塚
市
言
五
五

(
Z
J喜
一

襲

警

防

止

一

高

嘉

男

子

の

お

一

一

千

ぷ

一

マ

室

料

率

生

{

二

百

円

、

小

一

系

立

高

校

教

員

か

ら

中

央

地

下

道

ま

て

の

百

八

十

一

そ

で

看

板

量

り

の

イ

メ

ー

ジ

に

一

ぜ

な

」

参

加

竜

一

約

八

万

事

、

二

十

空

軍

人

一

マ

問

い

合

わ

菜

白

書

館

一

平

警

察

署

で

は

、

こ

の

期

間

一

章

受

一

学

生

省

内

一

が

初

一

俊

勝

飾

る

ち
で
車
道
一
雲
間
二
及
川
、
一
合
わ
せ
て
い
る
。
予
対
象
富
市
言
語
雪
山
ん
一
塁
喜
一
の
み
な
さ
ん
が
対
象
と
一
衛
生
係
(
内
線
二

T

一
中
、
平
塚
市
防
犯
協
奪
還
の
ア
嚢
喜
兵
二
八
幡
小
)
一
マ
申
込
震
4
月
初
白
(
金
)
一

霊
童
一
一
日
川
(
一
部
一
主
主
彫
刻
の
あ
る
シ
ヨ
ツ
ピ
ン
一
撃
章
受
け
入
れ
、
ま
た
訪
問
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J
I
l
-
-

一
皆
さ
ん
の
ご
一
努
喜
て
、
品
種
一
7
分
7
秒
、
2
位
中
野
洋
介
一
⑧
申
し
込
み
は
、
見
陸
自
体
育
館
一
ポ
一
一
家
の
十
九
連
勝
な
る
か
。

河

川

〉

需

退

。

一

グ

モ

ー

ル

E
3
7三
に
お
一
で
き
多
重
(
小
学
生
は
5
1
6
一
義
譲
欝
鶴
麟
璽
三
一
の
防
語
動
を
強
力
に
進
め
て
い
一
(
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的
小
)
、
3
位
後
藤
陽
介
一
塁
裏
(
電
話
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一
一
一
三
一
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話
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事
ん
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年
の
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ヨ
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ロ

ッ
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調
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げ
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け
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、
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齢
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史
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ヨ
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警
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を
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襲

撃
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叫
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騒
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梨
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鶴
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⑨
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、
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鶴
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、
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日
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れ
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事
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場
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24包
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2 FJ 

-開設時間 13時30分~14時30分〔※印は15

自寺，....._16f1寺)

'雨天のときは中止

合会館のご科F脅を
青少年会館は、 4月 1自に神奈川県から平車

市は移管された。サ クル活動、仲間づく

り、地域活動自広場としてご利用を。

=所在地境問隠Tl2--.41 電話32~7029

合体鵡自 ①月曜日 ②国民の祝日・休日

(ただし、成人の B、こど も の 日 、 体 育 の

目、文化の日、勤労是掃討の臼は開錯し、翌日

カ将木貧富日〉③草来年始

・今月の体重宮臼 護室長月曜日、 4月四回、 5 

月 3・4・6日

公開盟時間 9 時~21時30分(日曜日のみ、

9時~17時〉

台料用申し込み 利用する 2か月前の 1日か

ら受け付ける

す16ミ1)験写機操作技術講習会

16ミリ聴写棋の課乍技摘を習樽ずる講習会

を開く。

・日程 5月日日(金) ~12日(土)の 9 時
~16時30分

・会場図書館3階会議室

e 対象 市内にお住まい、お勤めまたは通学

している方 30人{先着閣〉

ーテキスト代 350円

-申し込み 5月 1fl(火)から図書館1階

揖聴覚ライブラリ で受け付ける

開鱒時間

oくへ♂日目濯E1 予-16日寺50タテ

(金曜日のみ 費し出し雫と参考室ほ 9時~

18時50分)

女体館臼

4・ 5

カll1I輔舘 苧 2"境問釘丁目 41 電話31~0415

4月29日、 5月 3・
a 投影時間 45分 (1人 100円)

-(j!j体利用 20人以上の団体は団体専用日に

利用できる。利用する日の10臼荊までにお

申し込みを。

食体舘器 包週月曜日、 4月298、 5月 3・

4・5日

食博物露千制捜間町電話33-5111

すこども験密会

04月日段(臼)10時、 14時 3摺ホ Jレ

「アリ・貴べ物や巣の捧子J言己韻映画 15分

f虫むおうちは杭・ブァーブル昆虫記」

アニメ 25分

(QJ4月22S (日)四時、 14時 3摺ホール

fアンパンマンとはいきんまん」

アニメ 10分

アニメ 20分れこんI'fょひめj

す特別産量 e繍襖JIIをさ暴く

昭和田年 4月から活動している同鵬首I[を

事く企J!J)活動記館、相模111流域自景修主棺!

輯 111由魚や河鹿出動植物を麗示。 (-4月22

日・博物措蜜特別展示室)

安プラネタリウム・ニュートリノ

ニュートリノは太輔の内部で発生すると考

えられ、揮めて小さく、地自粒子と反応しな

い。この不思識な粒子が宇占においτ
ている控割について眺める。 (~5 月
・控軒目

〈般〉 土曜日H時、日曜日日時・ 14時

〈箇体〉 水、木、土曜日即時・ 11時
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語審構 1期 対象は 3か月以ヒ 4競米

満の乳幼児。 3週間から 8週間の

闘再で 3毘]受けるヨ

盤揮 2期第 1期の 3@]目白盛犠日

から l年以上 1年 6か月以内に 1

回受ける。 5歳 6か月に遣するま

む受けられるが、 4歳までに終了

することが望ましい。
ん (24歳)の長女。身長

側、体重 5kg、平成2年 2月 1日

16訂 巾 f宗公民縮、※金町公民館

17日 抽出公民館、※城島公よそt拙
18日 〈呆僕主センター

華麗時間 午後 1 時30分 ~3 時(※の

会場は午控時~3 岩手)

第 465望号

鐘対象 5月中に 8か月から満 1歳

になる哀幼児の母親

輔日時 5月 9日 午前1師寺--11時

調 会 場 平 塚 楳 擢 所

鶴母子建康子幌、筆記用具そ持巷

盤開業医、病院で笹種できる。指積

日は産主師とご相談を。

盟料金無料

購保険証、母子健腰手帳を持委 i足;;z出た誌!i2日芯ii目百(if:f!;出;:花己三;記出百i6出;i:ij陀購町誌話謂隷灘鱗むむ(3 1J\，E! VC)弘古!?!?1に5与芯;:百おι芯ιJ百忠U込巳L王Z日U巴巳汚;ふ弘ι;ihL:hιι;ふJ♂司~t~O)ß♂5忠r主記?
盤対象 回日ぜぎの予防接種を受け

る必要のない乳幼児。

@第 1期 3か円以上 6議未満の乳

幼児，0 3週間から 8週間の間隔で

3@]受ける。

く募集:> 0)1'，宮?=三ごて主$i'jfJ 二訂ご主斗込一τ=2早2::よぷ二 ; :zぷb丹斗Az:1U山f円川;ロ2泣山削l日t日{トへ 3引]日メ今十 5 n立ご釘:噌52Z2222時

・第 2期第 l期の 3閉弓の接種目

から l年以 ι1年 6か月以内に 1

回受ける。 を差しあげます。(今月出応募者は19人でした(3識児} お産の進み万と産投の過ごし万

髄接閣方法市民病続，共揖病説。コ

みで主聞を通じて接趨ごきる。接

種臼は間病践にご相談を。

覇料金無料

輯保検証、母子健康手植を持参

:r;三三子子「i子T「?T?ト「ケケ一::!Tイ!T;一t

e軒;告:bi空開雪 ワ J?苧望さ苧一五守弔?告;iz芸H砕主弓骨j語iι民j立iド更ヰi註出i詰i討24噌?詩鼎iド炉2計白Z江:忌出i詰出勇

iif氏¥'にこ(Fll，'i!¥AニーニftHEHHli出fi翌日iziii
君主内黙秘v) "~;~;:kJ 11:一三二館 JZZみ|ド再雲寺助。学門おけいド章容 よ露

出1W:jilliiii-iiiii寸白書35成 塁信百5許喜11:訂 詰訂?υ言容雲勺;封
Z ?公云地 ζ宅 : i 2坑 E引吋金 寵泊ι畑民醐館 悶附崎丘誠民館 |γ 伺手誤し毘万ん Bヨ設上七ζ 宮検 ι ;三兎よ診 療うこに 翠γ一忍翠

J8辞引iξ目:ゴ?ιハ:;山;日i:r:rr 斗匿J雪
Z軒丙2弓喜 5持静雪F宅引:|1;;=;: :口:z::2Z[:詑zz忠:立:一量 雪開守担EZ訪詐?担寄:雲日空k日:1言山草封記5U訂2弓場E長語言詰5ドH妻咋市t詰Z室25i 
Q??f:i;::川一-222卒iHEZ425出可HSH三七
五子会議 [一一竺竺空竺竺竺竺弓主主主王目玉喜雪 謀、量三季最 言

;;信号jjkllfii1341i 可震;jFFiHiij芸iiiq芸iiii
i5121:主主戸戸iiiiF4ii主計ffjifi;可申世正
21111j時二ii;Aizisi手套iへ話量 i!?j遺 iii!ij112

74歳以上のガに、はり、きゅう、あん

ま、マッサージ、指圧の島右足立を行ってい

る。

。豊差療捧叩交付

大工E5年 6月30沼以前に生まれたガは 8枚。

大正 5年 7fl1臼から大豆 6年 3月までに主主ま

れた方は、 74歳になった月から 3か月に 2枚の

劉合で交付する。

。鹿己負怒豊富 1枚 につき600丹

。融し込み 印鑑および健康手帳または健康保

検涯を持参のうえ、福祉総 務課(内線 219)

-̂。

出ii;jiiiiiHi-fi 
ょを裏守ぎをき塁手重量議円三貴品種幻ドE

2 言 し)義;さき品 032詰量

出;ii?i!?iij;iii;:iiiドilF
U E貧 EE震芸品4ぞ主雪ド量; zfHれ牛三
震百 竺呉ス(宝苦 妄 与三暴言塁塁: 議DZのあゥ主たif弓雲51喜男iiij金書;芸221V♂
言苦 総な、血 f 臼 世 1

一勤務は雲監?曹と室電鐙をもって霧てようー

最近、犬や猫の苦情が増えている。飼い主

の方は、次のことをよく守って他人に迷惑を

かけないようにしよう。

①近所に君主絡をかけない心絞りを

む吉盛幾なければ平鋭、王長勢平衡を

主主犬の韓宝桝率、必ず向、ん(})童書東j と

譜唱の嘩審潟J

を，>;吃の産宣し費需いは飯事量。絶対にやめよう

生邑主主 健康草案
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液

務

¥

マ
み
ぢ
奪
へ
・
平
塚

E

M
持

基

一

立

属

郡

伊

ん

と

霊

し

て

連

合

廿

式

会

社

三

十

刀

円

、

松

原

義

弘

務

時

晴

鵠

与

え

た

雪

、

公

民

龍

ま

つ

り

実

行

童

五

四

千

。

一

額

一

j
寸

霊

舎

に

と

っ

て

七
百
円

1
i
s
Jぷ
奪

句

自

分

の

域

が

で

ー
ム
キ
し
ゃ
れ
と
一
言
つ
で
き
た
り
さ
、
お
母
さ
ん
と
の
関
に
距
離

も
す
る
の
で
し
た
。
が
持
て
て
大
き
な
音
義
が
あ
っ

お
母
さ
ん
は
子
供
の
気
持
ち
た
よ
う
で
す
。

が
つ
か
め
な
く
な
り
、
棺
談
に

A
君
の
心
の
奥
で
は
、
母
親

来
ら
れ
ま
し
た
。
か
ら
白
出
立
し
た
い
と
い
う
欲
求

そ
の
時
吋
の
お
母
さ
ん
は
、

A

が
芽
生
支
始
め
て
い
た
の
で
し

君
の
態
度
に
ど
ク
ピ
ク
し
て
お
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
を
う
ま

び
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
大
く
表
現
で
き
ず
、
あ
が
き
の
よ

家
族
の
中
で
嫁
と
し
て
つ
つ
が
う
な
移
で
出
さ
ざ
る
を
薄
な
か

な
く
や
っ
て
き
て
い
た
お
母
さ
っ
た
よ
う
で
す
。
お
母
さ
ん
が

ん
は
、
周
り
の
言
葉
に
接
り
泊
正
面
か
ら
向
か
い
会
え
た
こ
と

さ
れ
て
、

A
君
の
反
抗
が
暴
力
が
大
き
な
成
果
に
な
っ
た
よ
う

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
、
不
で
す
。

5
月
日
日
(
木
)

マ
申
込
先
市
青
少
各
課
育
成
係

(
電
話
詑
{
レ
U
O
一一九)

好
対
明
を
な
す
作
品
で
す
。

こ
の
作
品
の
モ
デ
ル
は
、
椿
の

門

v
対
象
全
日
程
多
加
で
き
る
高
校

生
以
上
白
方

マ
定
員
叫
人
(
先
着
順
)

マ
費
用
一
千
円

{
民
事
蘇
(
そ
)
生
法
務
溜
金
}

マ
日
穂

6
月
日
日
(
月
)
:
口
日

(
日
)
ま
で
の
う
ち
の
全
4
日
間

マ
時
間
、
会
場
、
対
象
救
急
法
と

司
じ

マ
定
罵
知
人
(
先
者
順
)

マ
費
用
一
千
三
百
五
十
円

申
し
込
み
は
、
市
社
会
課
管
理
係

{向
d

綿一一
O)
へ。

平
場
な
ぎ
な
た
協
会
で
は
第
叩
同

な
ぎ
な
た
大
会
を
開
く
c

ご
観
戦
を
。

守
口
時
5
月
日
日
へ
け
)
午
前
日

手日
!

?
会
場
金
出
公
民
館
体
汗
鮪

マ
内
容
演
技
お
よ
び
試
合
(
小
事

巾
e

成
人
の
部
)

日
本
交
子
ラ
グ
ピ
?
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
連
盟
で
は
、
柄
、
心
者
(
中
学
生
以

上
の
友
子
)
を
付
象
と
し
た
友
子
ラ

グ
ビ
ー
講
習
会
を
開
く
。

マ
日
時

4
月
泣
ロ
(
日
)
午
前
日

↑f
j
2
手

H
I
1
p
p
 

マ
会
場
事
野
市
南
ケ
丘
ス
ポ
ツ

広
場

マ
空
加
費
一
千
円
(
保
険
料
ほ
か
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
市
体
脊
課
体
育

部
(
膏
話
回
一
一
一
O
六
O
)

県
農
業
総
合
訟
究
所
(
寺
田
縄
問

九
六
咽
電
話
回
。
一
一
一
一
一
一
七
一
)
で

は
、
科
学
技
術
週
間
の
一
環
と
し
て

研
究
施
設
の
一
般
公
開
や
公
開
講
艇

を
開
く
。

門

v
日
時

4
月
即
日
へ
金
)
3
n日

(
土
)
午
前
四
時
L
今
後
3
時

マ
会
場
県
農
薬
総
合
研
寄

マ
内
容
(
初
日
S
U日
)
施
羽
詰
公

開
曾
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
(
白
日
)
野

菜
な
ど
の
即
売
、
(
れ
日
午
後
1
時

1
3
時
)
公
開
講
既
「
食
を
楽
し
む

家
庭
草
菌
」

敬称略

あたたかい

視
覚
に
障
害
む
あ
る
方
が
利
用
す

る
、
錨
音
テ
ー
フ
図
書
づ
く
り
の
講

習
会
が
聞
か
れ
る
。

マ
日
程

5
月
幻
自
(
火
)
5
4五日

田・
時
間
午
前
日
時
i
u時

守
会
場
福
祉
会
館

マ
定
員
叩
歳
以
下
の
方
加
入
(
先

着
服
)

マ
申
込
先
福
祉
会
館
(
電
話
回

…一一一一一一一一一)

社
会
福
祉
基
金
は
、
地
域
構
祉
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
と
に
慣
わ
れ
る
。
ご

協
刀
を
。

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
福
祉
協
詳

会
「
電
話
詔
一
一
一
一
一
一
一
一
)
へ
。

マ
社
金
穣
祉
義
金
へ
・
林
屋
清
局

一
一
千
四
百
四
十
七
円
、
相
模
蚤
の
市

実
行
委
員
会
一
万
問
之
真
土
婦
人

会
・
真
土
生
活
宇
佐
八
万
円
、
日

人
会
一
千
円
、
「
あ
U

た
が
消
え

る
」
上
映
実
行
委
員
会
五
ず
丹
、

小
鍋
島
葉
月
会
五
万
点
千
百
-

円
、
梶
原
医
院
一
一
千
七
由
一
二
十
一

円
、
高
土
見
地
昨
日
孟
化
推
進
委
員
会

五
千
円
、
平
場
商

ι会
議
所
婦
人
会

三
十
一
一
万
円
、
潜
地
区
社
協
潜
ふ
れ

あ
い
広
場
一
万
四
千
四
百
七
十
九

円
、
大
原
高
校
3
年
9
組

一

万

円
、
平
壇
市
ご
み
減
盆
化
婦
人
の
会

一
一
万
六
千
九
百
工
四
円
、
つ
く
レ

看
護
婦
?
政
持
組
介
所
一
万
円
、

生
協
八
慣
ブ
ロ
ッ
ク
五
千
円
、
八

幡
生
活
学
校
一
万
円
、
岡
崎
遂
の

会
三
千
円
、
松
出
公
民
館
ま
つ
り

実
行
委
員
会
一
-
万
円
、
泉
屋

万
六
千
八
百
七
十
円
、
つ
も
る
会
落

合
五
千
円
、
青
沢
手
五
ク
ラ
ブ

五
平
円
、
佐
藤
正
子
一
千
六
百
六

神
奈
川
県
で
は
、
脅
年
指
導
者
海

外
派
遣
毘
(
叩
け
下
旬
3
叩
日
間
、

ネ
パ
i
ル
)
の
臼
島
を
奉
築
す
る
。

マ
対
象
2
年
以
仁
青
少
年
話
動
で

指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
叩
歳

以
上
回
歳
以
下
の
方
。
費
用
日
万
円

マ
派
遣
了
i

人
員
団
人
(
選
考
)

マ
募
集
期
間

4
月
口
日
(
火
)
1

{
田
和
救
亀
高
諮
鷲
古
}

中
日
程

6
月
3
5
(
自
)
1訂
日

(
日
)
ま
で
の
う
ち
の
全
9
日
間

・
時
間
午
後
6
時
加
分
3
9
時

(
臼
曜
日
む
み
午
前
9
時
部
分
1
午

桂
5
時
)

守
会
場
福
祉
会
館
ほ
か

臨韓ひらつ力、

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー
(
安
田

信
託
鎮
行
、
山
一
証
券
、
新
日
本
誌

#
、
三
菱
銀
行
)

マ
試
験
H

口

6
月
日
日
(
白
)

マ
同
会
場
神
奈
川
大
学
(
横
浜
市
)

間
同
一
東
海
地
震
が
起
こ

る
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

災
害
時
に
は
防
災
無
線
で
情

報
が
流
さ
れ
る
と
患
い
ま
す

が
、
毎
日
流
さ
れ
る
チ
初
イ

ム
、
特
に
夕
方
の
チ
ャ
イ
ム

は
、
子
供
た
ち
に
H

早
く
家
へ

帰
ろ
う
H

と
い
っ
て
い
る
よ
う

で
、
子
供
を
持
つ
殺
と
し
て
は

大
変
あ
り
が
た
い
も
の
で
す
。

最
堤
防
災
無
線
塔
が
増
設

さ
れ
て
い
る
と
開
い
て
い
ま

す
。
今
後
の
増
設
計
麗
に
つ
い

意
報
、
停
電
な
ど
の
放
送
を
行
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
浄
財

っ

て

い

ま

す

。

に

よ

り

、

青

少

年

を

健

全

に

脊

し
か
し
、
最
近
で
は
い
ろ
い
成
す
る
た
め
の
「
愛
の
鐙
」
と

ろ
た
騒
音
や
建
物
の
高
層
化
・
し
て
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
も
の

妨
斎
化
な
ど
に
よ
り
放
送
が
間
で
、
時
を
告
げ
る
ほ
か
、
防
災

こ
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
た
無
線
装
讃
の
毎
日
の
点
検
を
も

め
、
少
し
で
恥
輔
聞
こ
え
な
い
地
兼
ね
て
い
る
も
の
で
す
。
今
後

域
を
な
く
そ
う
と
、
昨
年
と
今
と
も
と
協
力
を
お
線
い
い
た
い

年
台
一
年
間
で
、
五
十
基
(
コ
一
ま
す
。

十
基
は
増
設
済
み
)
の
増
設
工
マ
チ
ャ
イ
ム
の
放
送
時
間

事

を

進

め

て

い

ま

す

。

・

午

前

7
時

鐘

の

皆

な
お
、
毎
日
流
れ
る
チ
ャ
イ
・
午
後
5
時
5
分
夕
焼
け
小

ム
放
送
の
時
間
帯
に
つ
い
て
、
焼
け

い
ろ
い
ろ
ご
窓
箆
が
寄
せ
ら
れ
・
午
後
号
待
野
ば
ら

て

い

ま

す

が

、

チ

ャ

イ

ム

放

送

(

広

報

繰

)

県霊訪特H采草壁センタ (電話58-3411)

では、やむを得ない事情で飼えなくなっ

た犬、猫の引き取りを行っている。

当日、利用される方は印鑑、犬の鑑札、

注 射 済 票 、愛犬予帳を持委していただき

たい。引き取 り車 の停 留時 間は10分間。

なお、犬、猫についての苦情、相談や

野犬の捕後fお積も肉センターへ。

[4月23隠(丹)J (5 Fl日時

8 : 45 神間公認錨 14;20 
9 : 05 大野公民館 14: 35 

9 : 25 調費公民館 14: 50 
10: 55 吉沢公民館 15: 15 

11: 15 新金自公民

倉吉

線
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

以
後
今
日
ま
で
、
緊
急
放
送

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
迷
子
、

人
探
し
、
光
袋
テ
ス
モ
ッ
グ
注

犬・

第 465懇
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